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主 論 文 題 名： 

 デジタルメディア環境における在日中国人ディアスポラの母国メディア利用 

―メディア地理学の視点から― 

本研究は、デジタルメディア環境における在日中国人ディアスポラの母国メディアの利用行動、動

機、およびその利用に伴う影響を明らかにすることを目的とする。  

まず序章では、本研究の社会的・学術的背景を述べ、研究対象に関する概念の枠組みを整理した上

で、本論文全体の構成を概説する。具体的には、デジタルメディア環境における中国人ディアスポラ

の母国メディアへの強い依存という現象を示し、エスニックメディアやマイノリティメディアといっ

た類似した概念の混在、ディアスポラ内部の社会階層による利用行動の多様性、そして生産型利用に

関する議論の不足といった研究上の課題を指摘する。そして、本研究の対象である在日中国人の属性

と特徴を概観し、デジタルメディア環境の文脈に基づき、ディアスポラが利用するメディアとその利

用形態について類型化を試みる。ディアスポラが日常的に接触するメディアを、サービスの提供対象

に基づき「母国メディア」「エスニック・メディア」「ホスト社会メディア」「グローバル・メディ

ア」の四つに分け、メディアの利用形態を「消費型利用」と「生産型利用」に区分する。この概念的

枠組みは、本研究の範囲を画定し、先行研究と対話を行う上での前提となる。 

  第 1章では、ディアスポラのメディア利用研究においてメディア地理学を分析視座として採用する

理由を述べ、従来の議論に内在する理論的限界を補完するために新たな概念を提起する。これまでの

研究では、ディアスポラのメディア実践が場所を創出する役割を果たしていることが報告されてきた

が、その多くはマスメディアにおける消費型利用に限定されており、デジタルメディア環境における

生産的利用の可能性について十分に検討されていない。本研究では、「場所の併存」という概念を提

示し、生産型利用がメディア空間の構造に及ぼす特有の影響を明らかにする。 

第 2 章では、序章で提示したメディア分類の枠組みを援用し、各メディア類型の利用実態、動機、

および機能を体系的に整理する。この検討を通じて、既存研究では未だ十分に解明されていない三つ

の論点、すなわち①ディアスポラを取り巻くメディア環境の変容、②「生産者」としてのメディア実

践、③社会階層によるメディア利用の差異、という研究上の空白を特定した。 

第3章では、分析ツールとして本研究に不可欠な概念的・理論的視座をいくつか導入する。これらの分析視座

は、第1章で提示した「場所の併存」の概念にさらなる解釈力を与えると同時に、第2章で特定したディアスポ

ラのメディア利用に関する先行研究の空白を補完する理論的基盤となるものである。本章は二つの理論的視点か

ら構成される。一つは、利用者側の視点から、社会階層がメディア利用に及ぼす影響と、生産的実践における自

己呈示のあり方を分析する視点であり、もう一つはプラットフォームによる制度的・文化的制約およびネットナ 
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ショナリズムの影響に関する視点である。 

第 4章では、本研究においてディアスポラの母国メディア利用動機を分析する際に採用する「利用

と満足」アプローチの理論的枠組みを紹介し、従来の理論的前提では十分に捉えきれなかった四つの

課題、①発信者視点の不足、②階層間差異の分析不足、③構造によって制約された能動性の理解不足、

④技術的アフォーダンスの理論的欠落を整理した上で、それらに対して本研究がどのように応答する

のかを示す。 

これまでの議論を踏まえ、第 5 章では、本研究が設定する三つの研究課題と、それらに対応する各

実証研究の設計および研究方法について概説する。その三つの研究課題とは、第一に、デジタルメデ

ィア環境の進展に伴い、在日中国人ディアスポラを取り巻くメディア環境がどのように変容したのか

を明らかにすること、第二に、彼らが母国メディアを利用する目的と動機、およびその利用がもたら

す影響を検討すること、そして第三に、社会階層という要因が、母国メディアの利用実践にいかなる

影響を及ぼすかを考察することである。これらの課題に答えるため、本研究は質的研究方法を中心に

据え、量的研究方法も補助的に併用する。データ収集・分析手法として、在日中国人ディアスポラを

対象とした半構造化インタビューと参与観察、そして彼らのネット投稿に対する内容分析・ディスコ

ース分析を用いる。 

 第 6 章から実証研究に入る。第6章では、母国メディアの越境が加速するデジタルメディア環境の文脈に

おいて、在日中国人向けエスニック・メディアが遂げた機能的・形式的な変容を分析し、在日中国人を取り巻く

メディア環境の変化を解明する。現在、在日中国人に多く利用されているエスニック・メディアに対する内容分

析・ディスコース分析を通じて、本来エスニック・メディアが担っていた機能や内容が次第に利用者の実践を通

じて母国メディアへと取り込まれ、形式的かつ機能的な融合が進んでいることが明らかになった。本研究では、

このような現象をエスニック・メディアの「母国メディア化傾向」として概念化した。 

第7章と第8章では、IT技術者と技能実習生という二つの集団を対象とし、彼らの消費的・生産的な母国メデ

ィアの利用行動を比較検討することで、階層的要因が利用行動に与える影響を明らかにする。第7章では、半構

造化インタビューに基づき、在日中国人IT技術者の母国メディア利用の主な目的は、「情報収集」「社交」「娯

楽」といった消費的なものであり、その動機として「共感と帰属意識」「中国事情への関心」「母国語への愛着」

に加え、「効率性」や「客観性の追求」も見出された。また、母国メディアが文化的つながりとディアスポラの

社会空間形成を促す役割を担っていることも明らかにした。 

第8章では、分析を二つのパートに分けて行う。第一に、第7章と同様に技能実習生の消費的な利用を分析す

る。その結果、技能実習生も同様のパターンで母国メディアを利用しているが、個人の能力と客観的な環境に制

約された中での選択であることが特徴的であった。特に「社交」目的の利用では、内向きの結束型ネットワーク

の構築や権利擁護といった動きが顕著に見られる。IT技術者との比較から、社会階層がメディア活用能力や社交

範囲に大きく影響を与えていることが示唆された。第二に、内容分析および批判的ディスコース分析の手法を用

いて、両集団のSNS投稿における生産型利用を比較分析する。結果として、両集団は利用目的や動機の面で多く 
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の共通点を有する一方、IT技術者は関係資本の構築や社会的包摂を志向する戦略的利用が顕著であった。ま

た、技能実習生の自己呈示は、IT技術者に比べてメディア環境の影響をより強く受けており、社会階層がメ

ディア影響の発揮を媒介する要因であることが示された。 

第 9章と第 10章では、生産型のメディア利用を最も活発に展開している在日中国人「網紅（中国語でネ

ットインフルエンサーを指す）」を対象とし、彼らがいかに母国メディアを活用して生産的活動を行ってい

るのか、またその活動が母国のメディア環境からどのような影響を受けているのかを検討する。第9章では、

網紅本人の語りに立脚し、彼らの生産型活動の特徴、その動機、メディア実践の中で受けた影響に対する主

観的な認識、さらにそれに応答する戦略に注目する。半構造化インタビューおよび参与観察の手法により、

網紅たちは、場所創造とアイデンティティ・パフォーマンスを通じて、中国国内の視聴者との感情的なつな

がりを築き、視聴者とのあいだで生じうるアイデンティティの衝突を回避しながら、他の網紅との差別化を

図っていることが解明された。 

第 10 章では、視点をメディアの言説環境を構成する視聴者側に移し、彼らがどのように網紅のコンテン

ツを解釈しているのか、そして視聴者が網紅の生産にどのように関与しているのかを明らかにする。本章で

は、動画共有サイトBiliBiliに投稿された網紅が作成した100本のVlogを対象に、内容分析と批判的ディ

スコース分析を行った。その結果、視聴者の反応はテーマによって異なり、社会評論型では日本に対する否

定的認識や母国制度の優位性への賛同が目立った一方、文化体験型では日本への共感や自国文化への内省が

多く、政治色を抑えた内容はナショナリズムの強い言説空間でも受容されやすいことが示された。 

第 11 章では総合考察を行い、各章で得られた知見を三つの研究課題に照らしつつ統合的に論じる。これ

により、本研究は、ディアスポラによる母国メディアへの依存を、「可視性」「文化的帰属意識」「経済的

合理性」など複数要因の相互作用の下で揺れ動く、交渉を経た折衷的かつ戦略的な選択として位置づけた。

さらに、本研究は、「場所の併存」という概念を日本以外の中国人ディアスポラのメディア実践にまで拡張

し、母国メディア空間上に多国的な場所が同時に併存しうることを示した。一方で、それらの「場所」が母

国メディアにおいてどのように表象されるかについては、非対称的な権力構造が介在していることも明らか

となった。さらに本章では、本研究の限界と今後の展望についても述べる。本研究には、社会階層以外の研

究対象集団の属性や、アルゴリズムの媒介的役割、生成 AI のような新興メディアに対する検討の不足とい

った課題が残されている。今後は、これらの課題を補完するとともに、計算社会科学や比較研究などの新し

い手法を導入することで、方法論的な展開も図っていきたい。 

 

 


